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3 1. 組織概要 

弊社は創業以来お客様の多様な「発想をカタチに」にお応えすべく邁進してまいりました。 

リアルタイムで進歩する技術革新の中、知識と実績に裏打ちされた自社一貫体制の真剣な 

技術力で最大限の対応に取り組んでおります。 

2. 対象範囲 

【社名】 株式会社ミヨシ 

【代表者名】 代表取締役 杉山耕治 

【所在地】 〒124-0025 東京都葛飾区西新小岩5-19-14 

Tel 03-3692-0662 Fax 03-3696-9557  

【環境管理責任者】 杉田真織 

〈E-mail〉maori_murakoshi@miyoshi-mf.co.jp 

〈URL〉  http://www.miyoshi-mf.co.jp 

【事業内容 】 (1) プラスチック製品の試作 

(2) 射出成形金型の製作 

(3) 射出成形加工 

(4) 小ロットプラスチック製品の製作・加工 

(5) 治具、機械部品の製作 

【事業規模】 従業員数 18名（うちパート5人） 

売上高  166901千円 

床面積  313.81㎡ 

【エコアクション２１ 適用事業所】適用は全社とします。 



4 3. 環境方針 

株式会社ミヨシは美しい地球環境を未来へ残すために、環境保全を重要課題のひとつと
し、地球環境と地域社会との調和を保ちながら発展していくことを目指します。 

1. 自社において環境負荷低減の目標を作成し実行、持続する。 

2. 環境に関する法規を順守し地域社会とのより良い調和を目指して行動する。 

3. 環境目標として以下の6項目を重要項目とする。 

4. 環境方針は従業員に周知し一丸となって遂行する。  

① 電気、化石燃料を適切に使用し、エネルギーの無駄な使用を抑えCO2排出量の削減に努める。 

② 生産活動における廃棄物の分別を実施しリサイクルを励行する。 

③ 水資源を保つ為に一人一人が節水を心がける。 

④グリーン商品など環境負荷の少ない物品の購入を心がける。 

⑤化学物質の適切な使用と管理を行う。 

⑥環境負荷低減に関する自社の商品やサービスの販売促進を実施する。 

2006年11月制定 

2013年  5月改定 

株式会社ミヨシ 

東京都葛飾区西新小岩5-19-14 

代表取締役 杉山耕治 



代表取締役 

電気 灯油 廃棄物 水道 上質紙 段ボール グリーン購入 化学物質 防災 

環境管理責任者 
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担当項目 

4. 環境活動 実施体制 

予定は青線 

実行したら赤線 

〈環境目標管理シート〉 

〈ミーティング議事録〉 

①各担当者は年間の活動計画と実施予定をたてる 

②計画を実施したら赤線で記入する 

③月ごとの数値を表に記入 

④全員に見えるよう食堂に掲示 

①3か月ごとのミーティングで状況を報告する 

②環境管理責任者からのコメントを記入 

③代表からのコメントを記入 



6 5. 環境目標 

【今期の目標数値】〈2016年度〉 ※2012年～2016年までの5年計画の最終年に該当します。 

CO2排出量の削減         
(電気量・灯油のみ※1） 基準値(2006～2011年 平均値）より－8％ ※2 

廃棄物削減 基準値(2006～2011年 平均値）より－8％ 

水資源 基準値(2006～2011年 平均値）より－5％ 

化学物質 適量の使用及び適切な管理 

グリーン購入 事務用品のグリーン購入率80％以上 

自社の商品・サービスの提案促進 
環境負荷の削減のための弊社規格の交換ダイセットの
提案推進 
端材の再活用(販売など)の検討 

【来期以降の中長期目標】〈2017年～2021年度まで〉 

CO2排出量の削減 基準値(2012～2016年 平均値）より－8％ 

廃棄物削減 基準値(2012～2016年 平均値）より－8％ 

水資源 基準値(2012～2016年 平均値）より－5％ 

化学物質 適量の使用及び適切な管理 

グリーン購入 事務用品のグリーン購入率80％以上 

自社の商品・サービスの提案促進 
環境負荷の削減のための弊社規格の交換ダイセットの
提案推進 
端材の再活用(販売など)の検討 

※1 ガソリンは営業活動に使用するため、目標数値の設定はせず、数値のみの管理とする 

※2 当社の電気によるCO2の排出係数は0.505(㎏-CO2/kwh) 



7 6. 環境活動計画 

CO2排出量の削減 

1. 電気使用量 

活動内容 詳細 

◆照明のLED化 工場の水銀灯をLED化し、消費電力を削減する 

◆空調機器の使用方法の見直し 
  

サーキュレーター・扇風機との併用で効率よく使用 
冬季のエアコンの設定温度について規定を作成 

◆遮熱対策 エアコンの風が逃げてしまっているところは遮熱を 
し、無駄なエネルギー消費をなくす 

◆節電の注意喚起 電気はPCなどを使用しない時の電源OFFや省エネモード
にするよう意識づけする 

◆エアコンフィルター清掃の 
 定期化を検討 

エアコン使用時期のミーティングまたは機械点検時の
フィルターの清掃を検討 

2. 灯油 

◆ストーブの管理 無駄に使用していないかチェックする 

◆灯油の使用量の削減 冬季にエアコンの暖房を併用する 

廃棄物削減 

1. ごみの排出量 

活動内容 詳細 

◆現状の把握 
廃棄物回収業者の処理方法について調査 

社内のゴミ分別の見直し 

◆社内への排出量の周知 

分別表の作成とルール作り 

廃棄物削減をどのようにすすめるかの検討 

ごみ排出量をグラフ化し毎月報告書を回覧 



8 6. 環境活動計画 
2. ダンボール 

活動内容 詳細 

◆購入・使用数の集計 集計をし、購入の種類の見直しをする 

◆再使用についての調査 可能な限り再使用数について調査する 

3. 上質紙 

◆上質紙の処理 上質紙は再生利用をする為に担当者が一括で管理する 

◆処理方法の見直し 
再生可能な用紙は極力利用する 

カラーコピーなどはメモ用紙として利用 

◆FAX印刷の削減 
印刷前に選別し不要なFAXは印刷しない 

不要なFAXの枚数を集計し3か月ごとに記録する 

FAX送信不要の連絡を可能な限りすすめる 

水資源 

◆節水の呼びかけ 継続して呼びかけ掲示を行う 

◆水の使用量の詳細把握 元栓での全体使用量の把握に努める 

◆使用量の適正値設定 測定結果に基づき適正な水使用量を設定することで 
無駄の削減を図る 

グリーン購入 

◆グリーン購入80％を目指す 購入品の見直しを行い、グリーン購入の商品を選ぶ 

◆無駄な購入をなくす 購入品の集計とチェックを行う 

化学物質 

◆安全な管理 保管方法の確認を行い改善点があれば実施する 

◆使用量の調査 継続して薬品使用メモに使用の際は記入する 

自社の商品・サービスの提案促進 

◆交換ダイセットの提案推進 材料の節約と保管スペースの縮小のため可能な限り提案する 



9 7. 環境目標の実績 

項目 単位 基準値※1 目標値 実績値 目標[％] 実績[％] 評価 

電力量 
kwh 108861.6 100152.7 92222.0  

-8% -15% ○ 
CO2-㎏ 54975.1 50577.1 46572.1 

灯油 
L 1169.8 1076.2 1185.0  

-8% +1％ × 
CO2-㎏ 2915.1 2740.1 2952.9 

CO2目標達成 計 57890.2 53317.2 49525.0  -8% -14% ○ 

ガソリン 
L 3775.4 ー 4536.8 

ー ー ー 
CO2-㎏ 8765.2 ー 10532.9 

CO2排出 合計 66655.4 ー 60057.9 ー ー ー 

廃棄物 ㎏ 2934.8 2700.0  4525.9 -8% +54% × 

水道 ㎥ 753.9 720.0  879.5 -5% +16% × 

グリーン購入 % ー 80％以上 ー 80% 73% × 

化学物質 適量の使用および適切な管理が出来た。 

自社の商品・サービスの提案推進 金型全受注数のうち90％は自社の製品 
(交換ダイセット)で対応した。 

※1 基準値・・・2006年～2011年の平均値 



場所によって 
設定温度を変える 

10 8. 環境活動計画の取組結果とその評価 
CO2排出量の削減 ①電気使用量 その１ 

◆エアコン使用基準の掲示 
前年度に入替を行ったエアコンの使用基準をもとに、リモコン下への掲示を行った。 
また、冷房、ドライ、切りの札をかけて消し忘れ防止の対策をし、快適な作業環境と省エネの実現
のため全員で協力することが出来た。 
冬の暖房については、旧エアコン時には使用していなかったが、今期はストーブとの併用による電
力の変化も調査した。下記のグラフの通り、冬場の電気量はエアコンを使用してもさほど変化は無
かった。 
来期は暖房時の基準の決定と掲示を行う予定。 
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電力使用量比較 
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11 8. 環境活動計画の取組結果とその評価 

CO2排出量の削減 ②灯油 

◆照明のLED化 

2016年5月、工場の照明を水銀灯からベースライト型のLEDに変更。(写真1) 
発熱量が水銀灯に比べて低くなったため、夏季の冷房効率が上がったと考えられる。 

また照度が上がり作業場が明るい印象に変わった。 

さらに省エネ対策として必要な場所だけ点灯できるようにスイッチを一か所ずつ設定。(写真2) 

使用していない場所だけ消すことができ、意識付けにもつながっている。 

CO2排出量の削減 ①電気使用量 その２ 

水銀灯 LEDベースライト 

写真1 

写真2 

購入量(L) 2015年度 2016年度 
4月 306  54  

… … … 

11月 36  36  
12月 340  248  
1月 561  279  
2月 358  300  
3月 188  268  

計 1,483  1,131  

電力使用量でも触れたが、今期は冬場にストーブとエアコンによる
暖房の併用を行った。 
右表でも分かるように、灯油の購入量は前年度に比べ352Lの削減が
出来た。 
工場では朝の室温が低い時間にストーブを併用し、室温が20℃まで
上がったらストーブを消してエアコンに切替えるようにした。 
今期の結果では電力量の大幅な増加もなかったので、来期以降は冬
のエアコンの使用基準を確定し、灯油の使用量を減らせるよう工夫
していく予定。 



12 8. 環境活動計画の取組結果とその評価 

廃棄物削減 ①ごみの排出量 その１ 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

今期の実績値 234.3 385.3 457.7 471.9344.92511.2 311 278.8 508.3 248.9 323.2450.35

前期の実績値 333.6 248.3 637.5 368.5 277.8 480.3 262.1 388.8 555.1 327.3 286.1 297.1
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廃棄物月別総量 

―前期との比較－ ㎏ 

紙 段ボール ビン ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 缶 可燃 不燃1 不燃2 金属くず 廃プラ 

今期 111.9 257.4 20.6 27.8 13.15 235.4 517.72 273.8 853.6 2239.9

前期 206.7 197 15.6 21.5 29.2 804.7 317.58 269.8 2600.4

0
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廃棄物別総量 

－前期との比較－ ㎏ 

目標を達成することはできなかったが、環境活動計画に沿って計画的に実行が出来た。 
決算の6月と年末に、古い成形材料や在庫品の処分をしているため、廃棄物が多くなってい
る。(グラフ1) 
よって、種類別の集計をみると、廃プラスチックの割合がかなり大きい。（グラフ2） 

◆社内へ排出量の周知 
今期は1ヶ月に一度、種類ごとに集計し、グラフ化したものを回覧した。 
突出しているものに関しては、該当の内容を担当が確認し、全員に共有した。 
前年度や、目標数値との比較を見える化したことによりごみを減らそうという意識を高められ
たと感じる。 



13 8. 環境活動計画の取組結果とその評価 

廃棄物削減 ①ごみの排出量 その２ 

◆ごみの分別の見直し 
廃棄物業者への確認をもとに、可燃、不燃の分別を改定した。 

分別して廃棄しやすいように色分けをしたり、必要に応じてごみ箱の新設も行った。 
場所によって置き方も変え、作業効率の向上にもつながる工夫をしている。 

廃棄物削減 ②ダンボール 

現在当社で発送に使用しているダンボールは15種類あるが、発送時の伝票への使用ダンボールの
記入を行ったことにより、ほぼ使用していないものがあることが分かった。 
集計結果から、置き場の問題や再利用の向上のため、不要な大きさの取り扱いを中止する判断が
出来た。 
緩衝材に関しても、無駄に使うことがないよう、梱包方法を考え、記録に残すようにして工夫し
ている。 
今後は掲示と呼びかけをしてなるべく新しいものを使わずに再使用率をあげていくことを目指
す。 

食堂･･･蓋で色分けをして分かりやすく 工場･･･蓋を無くして捨てやすく 
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電気 売
上 

8. 環境活動計画の取組結果とその評価 

廃棄物削減 ③上質紙 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2015年度 1.3 1.2 2.7 1.4 1.0 1.5 2.5 2.0 1.4 2.7 1.4 1.5

2016年度 2.4 0.9 4.1 3.0 1.3 4.8 2.3 2.2 2.2 1.9 2.4 2.7

0.0
0.5
1.0
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2.0
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3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

上質紙の再利用量 

2015年度 

2016年度 

単位:kg 

環境活動計画にもとづいて、再利用率の向上のため担当者が一括で管理を行った。 

カラーコピーは再度コピー機での使用ができないため、メモ用紙として利用。 

下記は前期と今期での再利用の比較グラフである。（前期 約20kg・今期 約30kg) 

これは、社内への周知が徹底され、全員で意識を持って上質紙の使用をしている結果だと考える。 

また、FAX受信に関しても、不要なものを印刷せずに上質紙の使用を削減できている。 

今期はA4用紙を534枚削減できた。これは、印刷の必要性を担当者に確認したり、不要な場合は送信
元への配信停止のお願いするなど地道な活動の成果だと考える。 
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水資源 〈水道使用量〉 

今期は水道使用量が過去5年の中で一番多い結果だった。 

節水の呼びかけは行っているが、当社の水の使用は成形時の冷却水の使用が全体の大部分を占めている。 
毎日朝と夜に水道メーターで使用量を記録し、多い場合はその日に行った成形の作業と照らし合わせて確
認を行っている。 
2016年10月からは、冷却水の使用について、ホッパー下の温度について成形材料ごとに適正値を設定。
一覧表を作成し、成形の担当者が記録を行っている。 
また、来年度はチラー導入を予定しており、水道使用量の削減が見込まれる。 

グリーン購入 
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成形売上と水道使用量比較 

成形売上 水道使用量(㎥) 

2016年度 購入点数 グリーン数 グリーン購入率 

4月 26 21 81% 

5月 6 4 67% 

6月 25 11 44% 
7月 14 14 100% 

8月 15 9 60% 

9月 12 9 75% 

10月 8 8 100% 

11月 8 7 88% 

12月 22 18 82% 

1月 15 9 60% 

2月 3 2 67% 

3月 9 5 56% 

合計 163 117 73% 

8. 環境活動計画の取組結果とその評価 

事務用品のグリーン購入については、毎年80％
を目指し取り組んでいる。 
定番化しているものに関してはほぼ達成できて
いると感じる。 
事務用品以外でのグリーン購入も増えていてい
るので、今後も購入時にはなるべくマークのあ
るものを購入するよう心がける。 
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電気 売
上 

8. 環境活動計画の取組結果とその評価 

化学物質 

自社の商品・サービスの提案推進 

薬品棚の確認をし、安全な管理を行っている。 
使用に関しては引き続き薬品使用メモへの記入をする。 
当社は洗浄剤と防錆剤で少量の薬品を使用をしています。 

◆交換ダイセットについて 
 金型作成時、製品に関わる部分のみを交換し、共用出来る部分は共用する仕組み。 
 必要部分のみの製作となるので工期の短縮が図れ、材料も節約できる。 
 保管場所も少なくできるといるメリットがあり、環境負荷低減にもなるため、可能な限り提案し 
 推進している。  
 今期の受注金型のうち約90％は交換ダイセットで作製した。 

交換ダイセット受注割合 

専用 交換ダイセット 

その他の活動 

―平成28年度省エネ大賞(省エネ事例部門)― 
  中小企業庁長官賞 受賞 

2007年のエコアクション２１認証・登録からの当社での環境活動が形となり、さらに意欲
的に取り組もうと改めて感じた大変意味のある受賞であった。 
継続していくことの難しさの中で、さまざまな工夫をして目標に向かって全員で協力して
今後も活動をしていこうと思う。 

テーマ名 ｢町工場における全員で取り組む省エネ活動｣ 

◆端材の再活用(販売など)の検討 
販売する場合の具体的な話し合いの時間を設けることが出来なかったので、来期に持ち越して話し
合う予定です。 



17 9. 来期の環境目標・活動計画 

CO2排出量の削減 基準値(2012～2016年 平均値）より－4％ 

廃棄物削減 基準値(2012～2016年 平均値）より－4％ 

水資源 基準値(2012～2016年 平均値）より－4％ 

化学物質 適量の使用及び適切な管理 

グリーン購入 事務用品のグリーン購入率80％以上 

自社の商品・サービスの提案促進 環境負荷の削減のための弊社規格の交換ダイセットの提案推進 
端材の再活用(販売など)の検討 

【来期の目標数値】(2017年度) 

◆CO2排出量の削減〈電気量〉 
・電気使用量の調査とグラフ化したものを回覧。 
・遮熱されていない部分の実施。 
・冬の暖房についての規定の設定と掲示。 
・作業効率を上げ電力を削減するための工夫。 
 
◆廃棄物削減〈ごみの排出量〉 
・毎月の報告書を回覧。 
・毎週の廃棄物量の集計。 
・分別表の作成 
・廃棄物削減の計画（パーツクリーナー・廃プラスチック・ウエスなど） 
 
◆廃棄物削減〈ダンボール〉 
・再使用率の向上のための呼びかけの置き場の工夫。 
・梱包の工夫。 
・再使用数の集計 
 
◆廃棄物削減〈上質紙〉 
・再使用の分別作業と集計 
・印刷ミスを減らすための呼びかけ 
 
◆水資源 
・水の使用量の調査（水道メーターと明細の照合） 
・成形機のチラー導入による使用量の変化についての調査 
・節水の呼びかけ 
 
◆グリーン購入 
・事務用品以外についても可能な限りグリーン購入に移行させるため、注文時に確認をする 
・3ヶ月に一度購入リストをダウンロードして集計 
 
◆化学物質 
・安全な管理と使用量の調査 
 
◆自社の商品・サービスの提案促進 
・交換ダイセットの提案促進と集計 
・端材の再活用を話し合う 



18 10. 環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果 
ならびに違反訴訟等の有無 

適合環境等法令 該当設備 順守状況 

騒音規制法 射出成形機 3台 届出 

振動規制法 射出成形機 3台 届出 

廃棄物処理法 
廃プラスチック 
廃金属 
廃油 

委託契約 

消防法（少量危険物） 放電加工機（加工液） 
4類2石 危険物貯蔵掲示 

フロン排出抑制法 エアコン11台 3ヶ月ごとに点検 

該当される関連法規において確認した結果、違反事項はありませんでした。 
また、過去3年間での訴訟、行政処分、関係当局等の違反はございません。 



19 11. 代表者による全体の評価と見直しの結果 

電気の使用に関しては、作業効率の改善もありよく削減が出来ていると思います。空調は外気
に影響されることが多いため、断熱や使用方法を細かく決めて運用し、その効果がはっきり現
れていると考えています。灯油の使用量は昨年に比べ大幅に減少しました。エアコン併用によ
り電気使用量が増加することが懸念されていたが、朝の寒い時間はエアコンを併用したことに
より電気使用量を抑えることが出来ました。
水道に関しては長年懸案事項だった、上水を使用しての機器の冷却を来年度は設備投資を行い
改善する予定です。
総括として、環境管理責任者を中心に3ヶ月に一回の話し合いで、各担当者は状況の確認と軌道
修正をかけていたのが非常に良かったと考えています。
1年を通しの活動ですが、定期的にチェックする仕組みが確立したことにより、全員の環境への
意識改善につながったものと考えています。
次年度も定期的な確認と話し合いを継続して行っていきます。


記録書類

				〈まとめ〉

				電気の使用に関しては、作業効率の改善もありよく削減が出来ていると思います。空調は外気に影響されることが多いため、断熱や使用方法を細かく決めて運用し、その効果がはっきり現れていると考えています。灯油の使用量は昨年に比べ大幅に減少しました。エアコン併用により電気使用量が増加することが懸念されていたが、朝の寒い時間はエアコンを併用したことにより電気使用量を抑えることが出来ました。
水道に関しては長年懸案事項だった、上水を使用しての機器の冷却を来年度は設備投資を行い改善する予定です。
総括として、環境管理責任者を中心に3ヶ月に一回の話し合いで、各担当者は状況の確認と軌道修正をかけていたのが非常に良かったと考えています。
1年を通しの活動ですが、定期的にチェックする仕組みが確立したことにより、全員の環境への意識改善につながったものと考えています。
次年度も定期的な確認と話し合いを継続して行っていきます。 デンキ シヨウ カン サギョウ コウリツ カイゼン サクゲン デキ オモ クウチョウ ガイキ エイキョウ オオ ダンネツ シヨウ ホウホウ コマ キ ウンヨウ コウカ アラワ カンガ トウユ シヨウリョウ サクネン クラ オオハバ ゲンショウ ヘイヨウ デンキ シヨウリョウ ゾウカ ケネン アサ サム ジカン ヘイヨウ デンキ シヨウリョウ オサ デキ スイドウ カン ナガネン ケンアン ジコウ ジョウスイ シヨウ キキ レイキャク ライネンド セツビ トウシ オコナ カイゼン ヨテイ ソウカツ カンキョウ カンリ セキニン シャ チュウシン ゲツ イッカイ ハナ ア カクタントウシャ ジョウキョウ カクニン キドウ シュウセイ ヒジョウ ヨ カンガ ネン トオ カツドウ テイキテキ シク カクリツ ゼンイン カンキョウ ジネンド テイキテキ カクニン ハナ ア ケイゾク オコナ
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(2016年10月) マイツキ デンキ シヨウリョウ カイラン ネン ツキ		電力使用量の回覧 デンリョク シヨウリョウ カイラン		回覧により、見えるかが出来ていました。今後も継続してください。 カイラン ミ デキ コンゴ ケイゾク
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				冬はウォームビズをした上で暖房を使用すること。〈2016年11月〉 フユ ウエ ダンボウ シヨウ ネン ツキ		ウォームビズの呼びかけ ヨ		暖かい作業着の着用など運営がよく出来ていました。 アタタ サギョウギ チャクヨウ ウンエイ デキ

				工場が無人の時もすべての照明がついている時がある。こまめに消灯すること。(2017年1月) コウジョウ ムジン トキ ショウメイ トキ ショウトウ ネン ツキ		再度確認の呼びかけ サイド カクニン ヨ		意識付けが非常に重要です。できていない時は、注意喚起するようみんなで気をつけてください。 イシキ ヅ ヒジョウ ジュウヨウ トキ チュウイ カンキ キ

				隙間風を感じるところにボードなどの断熱材を。(2017年1月) スキマカゼ カン ダンネツ ザイ ネン ツキ		断熱材を設置(社長)
設置後の効果を実感(現場の感想) ダンネツ ザイ セッチ シャチョウ セッチ ゴ コウカ ジッカン ゲンバ カンソウ		体感で効果があるとの反応。夏場の西日でも対策として効果があるかを検証し、効果が出るようであれば、断熱ボードを固定設置する。 タイカン コウカ ハンノウ ナツバ ニシビ タイサク コウカ ケンショウ コウカ デ ダンネツ コテイ セッチ

				CO2排出量の削減　〈灯油〉 ハイシュツ リョウ サクゲン トウユ

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				冬のエアコンによる暖房とストーブの使い分けと工夫を。
(2017年1月) フユ ダンボウ ツカ ワ クフウ ネン ツキ		冬は朝ストーブを使用。室温が20℃を越えたら暖房に切り替える。 フユ アサ シヨウ シツ オン コ ダンボウ キ カ		エアコンとファンヒーターの両方での活用が出来ていました。足元が冷える事務所などはファンヒーターも継続して使用し、エアコンで対応可能な場所は徐々に切り替えていってください。 リョウホウ カツヨウ デキ アシモト ヒ ジム ショ ケイゾク シヨウ タイオウ カノウ バショ ジョジョ キ カ

				冬の電気使用量の結果を見ること
(2017年1月) フユ デンキ シヨウリョウ ケッカ ミ ネン ツキ		結果的には電力使用量はさほど変わらず、灯油の購入量は前年と比較し約600L削減出来た。 ケッカ テキ デンリョク シヨウ リョウ カ トウユ コウニュウ リョウ ゼンネン ヒカク ヤク サクゲン デキ		エアコンが新しくなり効率が上がっていることも要因。運営方法も良かったです。次年度はエアコンの比率をあげて見ましょう。 アタラ コウリツ ア ヨウイン ウンエイ ホウホウ ヨ ジネンド ヒリツ ミ

				4月に注文する灯油の量は考えること。余らせないように。
(2017年4月) ツキ チュウモン トウユ リョウ カンガ アマ ネン ツキ		来年度注意して注文する
(担当　杉田) ライネン ド チュウイ チュウモン タントウ スギタ		4月はいきなり暖かくなるので、3月下旬以降、灯油がなくなり次第エアコンでの空調コントロールに切り替えましょう。 ガツ アタタ ガツ ゲジュン イコウ トウユ シダイ クウチョウ キ カ

				廃棄物削減　〈ごみの排出量〉 ハイキブツ サクゲン ハイシュツ リョウ

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				毎月の回覧はされているが、表だけではなくグラフ化したほうが見やすいのではないか。(2016年7月) マイツキ カイラン ヒョウ カ ミ ネン ツキ		表とグラフを回覧 ヒョウ カイラン		円グラフと棒グラフによって、どの廃棄物がどのくらいの割合で廃棄されているか、確認しやすくなりました。今後も継続して実施してください。 エン ボウ ハイキブツ ワリアイ ハイキ カクニン コンゴ ケイゾク ジッシ

				ごみ箱の大きさの工夫をしてみてはどうか。(2016年11月) バコ オオ クフウ ネン ツキ		ごみ箱の新設と色分け バコ シンセツ イロワ		視覚でわかる仕組みはヒューマンエラーを防ぐことが出来、良い取り組みだと思います。 シカク シク フセ デキ ヨ ト ク オモ

				廃棄物削減　〈ダンボール〉 ハイキブツ サクゲン

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				再使用について。新品を使う前に確認してなるべく再使用を。
(2017年3月) サイ シヨウ シンピン ツカ マエ カクニン サイ シヨウ ネン ツキ		毎月の再使用の数量を把握出来るように来期からは発送時の送り状に記載し、会議時に報告する マイツキ サイ シヨウ スウリョウ ハアク デキ ライキ ハッソウ ジ オク ジョウ キサイ カイギ ジ ホウコク		海外への発送以外はなるべく再使用ダンボールを活用してください。また、次年度はダンボールの廃棄を産廃ではなく、リサイクル業者への引渡しも検討してください。 カイガイ ハッソウ イガイ サイ シヨウ カツヨウ ジネンド ハイキ サンパイ ギョウシャ ヒキワタ ケントウ

				廃棄物削減　〈上質紙〉 ハイキブツ サクゲン ジョウシツ カミ

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				使用後の紙の仕分けについて再度確認をすること(2016年10月) シヨウ ゴ カミ シワ サイド カクニン ネン ツキ		会議での話し合いで確認。裏紙として使用不可の場合は白い面にも斜線をひくこと。 カイギ ハナ ア カクニン ウラ カミ シヨウ フカ バアイ シロ メン シャセン		まだ斜線を引く習慣が出来ていないので、注意喚起してください。 シャセン ヒ シュウカン デキ チュウイ カンキ

				水資源 ミズ シゲン

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				成形機のチラーについて導入を検討すること。(2017年1月) セイケイ キ ドウニュウ ケントウ ネン ツキ		成形担当が中心になり検討を行った。来期に実施予定。 セイケイ タントウ チュウシン ケントウ オコナ ライキ ジッシ ヨテイ		今期は機械の選定、設置準備を行いました。次年度導入し、水道使用量削減を目指しましょう。 コンキ キカイ センテイ セッチ ジュンビ オコナ ジネンド ドウニュウ スイドウ シヨウリョウ サクゲン メザ

				グリーン購入 コウニュウ

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				継続して無理のない程度にグリーン購入を実施すること(通年) ケイゾク ムリ テイド コウニュウ ジッシ ツウネン		来期以降もグリーン購入率80％以上を目指す ライキ イコウ コウニュウ リツ イジョウ メザ		無理のない範囲で実施してください。 ムリ ハンイ ジッシ

				化学物質 カガク ブッシツ

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				適切な管理を継続すること(通年) テキセツ カンリ ケイゾク ツウネン		適切な管理と使用量の調査の継続 テキセツ カンリ シヨウ リョウ チョウサ ケイゾク		皆、購入する際に注意していました。今後の継続して実施してください。 ミナ コウニュウ サイ チュウイ コンゴ ケイゾク ジッシ

				自社の商品・サービスの提案促進 ジシャ ショウヒン テイアン ソクシン

				コメント・指示内容 シジ ナイヨウ		取組み結果 ト クミ ケッカ		評価 ヒョウカ

				継続して可能な限り交換ダイセットの提案をすすめる ケイゾク カノウ カギ コウカン テイアン		左記に同じ サキ オナ		今期はほぼ9割がた交換ダイセットでの金型製作を行えました。比率としては上出来だと思います。次年度も同水準に出来るようにしましょう。 コンキ ワリ コウカン カナガタ セイサク オコナ ヒリツ ジョウデキ オモ ジネンド ドウスイジュン デキ

				〈まとめ〉

				電気の使用に関しては、作業効率の改善もありよく削減が出来ている。空調は外気に影響されることが多いため、断熱や使用方法を細かく決めて運用し、その効果がはっきり現れていると考えています。灯油の使用量は昨年に比べ大幅に減少しました。エアコン併用により電気使用量が増加することが懸念されていたが、朝の寒い時間はエアコンを併用したことにより電気使用量を抑えることが出来た。
水道に関しては長年懸案事項だった、上水を使用しての機器の冷却を来年度は設備投資を行い改善します。

総括として、環境管理責任者を中心に3ヶ月に一回の話し合いで、各担当者は状況の確認と軌道修正をかけていたのが非常に良かったと考えています。
1年を通しの活動ですが、定期的にチェックする仕組みが確立したことにより、全員の環境への意識改善につながったものと考えています。
次年度も定期的な確認と話し合いを継続して行ってください。 デンキ シヨウ カン サギョウ コウリツ カイゼン サクゲン デキ クウチョウ ガイキ エイキョウ オオ ダンネツ シヨウ ホウホウ コマ キ ウンヨウ コウカ アラワ カンガ トウユ シヨウリョウ サクネン クラ オオハバ ゲンショウ ヘイヨウ デンキ シヨウリョウ ゾウカ ケネン アサ サム ジカン ヘイヨウ デンキ シヨウリョウ オサ デキ スイドウ カン ナガネン ケンアン ジコウ ジョウスイ シヨウ キキ レイキャク ライネンド セツビ トウシ オコナ カイゼン ソウカツ カンキョウ カンリ セキニン シャ チュウシン ゲツ イッカイ ハナ ア カクタントウシャ ジョウキョウ カクニン キドウ シュウセイ ヒジョウ ヨ カンガ ネン トオ カツドウ テイキテキ シク カクリツ ゼンイン カンキョウ ジネンド テイキテキ カクニン ハナ ア ケイゾク オコナ
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